総合評価落札方式（簡易型）案件概要

１　工事概要

	発注担当課
	上下水道局　下水道部　下水道施設課

	工事名
	宮崎処理場No.2卵形消化槽撹拌機外改築工事

	概算工事費
	２.３億円

	工期
	～令和６年９月２５日まで（予定）

	施工場所
	宮崎市高洲町１０番地

	工事概要
	「ストックマネジメント計画」に基づく汚泥消化設備及び脱水設備の改築工事

No.2卵形消化槽撹拌機：１台

No.2卵形消化槽安全装置：１台

No.1,No.2卵形消化槽汚泥循環ポンプ：２台
No.1汚泥移送ポンプ：１台

No.2脱水ケーキホッパー室床排水ポンプ：１台　　その他弁類：１式

	総合評価落札方式となる理由
	　宮崎処理場のNo.2卵形消化槽撹拌機は、平成12年に設置（経過年数22年）された機器であり、令和元年に撹拌機軸受け部からの異音や振動等による不具合が報告されているため、ストックマネジメント計画で更新対象機器となっている。

　本工事は、汚泥消化設備及び脱水設備の改築工事であり、受注者が施設の運用を十分に理解し、発注仕様に基づく性能を満たす機器の設計検討が必要であることから高い技術力が要求される。

また、特殊な形状（卵形）の槽内での作業となることや撹拌機の試運転（性能確認）として通常のトレーサー試験が出来ないなど様々な制約があり、卵形消化槽撹拌機工事の施工実績が求められる。

しかし、市内企業においては卵形消化槽撹拌機の施工実績を有している業者がないことから、県外企業も対象に、総合評価落札方式（簡易型）による条件付一般競争入札を行う。


２　技術的所見を求める評価項目

	項目
	内容

	工程管理
	○処理場運転・場内工事等を考慮した工程計画

	品質管理
	○機器製作計画等に基づく機器設計・製作、工場試験・検査及び各機器の据付精度

	安全管理
	○事故防止対策

	施工上の課題
	○撹拌機の試運転（性能確認）に係る技術的所見

撹拌能力の検証方法として、通常はトレーサー試験を実施している。しかし、宮崎処理場は汚泥を肥料化しており塩化リチウムを使用するトレーサー試験は実施不可であるため、性能確認の検証方法の検討・計画など技術的所見を求める。

○現場環境の特性に応じた仮設計画及びクレーン計画

①特殊な形状（卵形）の槽内に足場を設置しての作業となることに加え、ドラフトチューブ式の撤去時とインペラ式の更新時で足場が違うため、計画的な仮設足場の検討など技術的所見を求める。

②撹拌機の撤去、更新については、卵形消化槽上部（地上から約30m）からのクレーン作業となるため、計画的なクレーン計画など技術的所見を求める。


